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概要  

裕 福な人 はそうで ない 人に比 べて幸福 感が 高く（ 精神的健 康の 社会格 差）、歴

史 的にこれ は社会疫学 の研究分 野であった。本研究 では、学 際分 野である 進化

動 態学の実 験ノウハウ を社会疫 学に応用し、架空の オンライ ンソ ーシャル ネッ

ト ワークを 用いて、貧し い人の幸 福感を向上 させる条 件を検討し た。仮説 とし

て、ソーシ ャルネッ トワ ーク上で つながって いる友人 を攻撃（ 富の 大部分を 剥

奪 ）する 手段がな い設定 の場合 、攻撃す る手段 がある設 定に比べて 、集団 の幸

福 感が高い ことが想定 された。架空のオ ンラ インソー シャルネッ トワーク で精

神 的健康の 社会格差が 起こるこ とを実験的 に確認で きたが、攻撃 の手段の ある

な しがどう 影響するか は現在実 験及びデー タ解析が 進行中であ る。  

 

abstract 

Richer  ind iv idua ls  fee l  happier  (soc ia l  inequa l i t y in  menta l  hea l th) ,  which has 

been one of  the  research f ie lds  of  soc ia l  epidemiology.  In  th is  research  pro jec t ,  

app lying the exper iment  know-now in an in terd isc ip l inar y f ie ld – evo lu t ionary 

dynamics in to soc ia l  ep idemiology,  we p lan  to use the  f ramework  o f  on l ine  soc ia l  

networks,  and to examine var ious cond i t ions in  wh ich poorer  ind iv idua ls  can fee l  

happ ier.  W e hypothes ize  that  when there  is  no opt ion  to harm others  ( tak ing  

other ’s  weal th)  in  soc ia l  networks,  the  level  of  happ iness is  h igher.  In  the soc ia l  

network  exper iments ,  we have successfu l ly conf i rmed tha t  we can ar t i f ic ia l l y  
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c reate  “soc ia l  inequa l i t y in  menta l  hea l th. ”  We have been implement ing the  

exper iment  and i ts  da ta ana lys is  regarding  the effec t  of  harm ing behav ior.   

 

研究内容  

「背景」  

「我々が幸せになるためにはお金持ちにならなくてはならないのだろうか？」「もしそうで

ないとすれば、どういった社会のルールを導入すると貧しくても幸せなれるのだろうか？」

―これらの質問は、昨今のデフレーション経済下で特に注目され科学的知見の構築が望ま

れる。社会疫学（人々の社会環境、例えば人々の協力関係や所得の違いが、どのように人々

の身体的あるいは精神的健康状態に影響を与えるかを定量化する医学・健康科学の一分野）

でも、近所付き合いが疎遠になり所得格差の拡大している中、それらの精神的健康への影

響（精神的健康の社会格差）の阻止は世界的に大きな課題である。  

 

しかし、現行の社会疫学は、行動パターンの多様性・複数の社会因子（例えば協力関係と

所得）の同時変化を考慮できないなど限界があった (文献 3)。このため、 進化動態学（進

化生物学をベースに数理モデル、物理法則、ネットワーク科学などの理工系のノウハウを

取り込んだ学際アプローチ）の貢献が今後不可欠である。 申請者は 2013 年より進化動態

学の研究室に所属し経験を積んできた (文献 1-3)。この学問は、遺伝子・細胞・動物・人間

などが周囲と接触しながら置かれた複雑な環境において適応し自然淘汰に耐えうる行動や

性質を獲得する過程について理解を深めることを目的としている。進化動態学は人間を含

む動物行動の法則を数多く発見してきたが、社会階層と幸福感の研究分野には応用されて

こなかった。  

 

「目的」  

本研究では、特に「他人を攻撃する手段を与えるかどうか」という仮想ソーシャルネット

ワーク上の社会のルールに注目する。過去の進化動態学分野での研究論文では、攻撃する

手段を与えるとそれをより行使する人は裕福になれない、周囲に非協力な人は懲罰的に周

囲から攻撃されることが多いことなどが報告されている。しかし、この精神的健康の社会

格差への影響はこれまで検討されてこなかった。例えば、これは実社会での銃所持許可・

規制にあたる。  
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本研究の目的は、進化動態学を社会疫学分野に応用し 「オンライン上の仮想ソーシャルネ

ットワークにて、日常生活における人々の相互インタラクションや経済生産を実験的に作

り出し、一定の資源のもとで人 （々特に貧しい人々）の幸福感を向上させる社会のルール (例

えば他人を攻撃する手段を与えない ) を見つけ出す」ことである。本研究では、文献 1,2

で構築した実験的なソーシャルネットワークを用いて、複数の個々人が社会環境に適応す

るため思い思いに行動する結果として、集団全体として経済状況や幸福感の格差が生まれ

たり生まれなかったりする現象を観察し、その法則を考察する。  

目的１：我々のオンラインソーシャルネットワーク上で富を配分し所得格差を発生させる

ことに伴う幸福感の格差が生まれることを確認する。  

目的２：確認できた経済状況の差による幸福感の格差を少なくする方法を検討する。特に

「他人を攻撃する手段を与えた」時と「与えない」時の差に注目する。  

 

「結果」  

医師・社会疫学者である助成対象者は現在エール大学ネットワーク科学研究所ニコラス＝

クリスタキス（＝推薦者）研究室に所属し、 2016 年 7 月より UCLA にて独立した。本研

究では助成対象者本人を主研究者として、進化生物学者・経済学者・コンピューターエン

ジニアによる研究チームの構成した。 

助成対象者は文献 1,2 にて仮想ソー

シャルネットワークを構築するプロ

グラム (Breadboard ver.  2.0、例＝図

1)を利用してオンライン実験のノウ

ハウを培った。文献 1 にて作成した

プログラムに幸福感の項目を追加す

れば良いので、下記研究過程の実施

自体は比較的容易であるはずだったが、 UCLA で使用可能なコンピューティングシステム

がエール大学のものと違っていたり、Breadboard の度重なるシステム障害と Update（現

在は ver.2.2,  ver2.3 を経て ver2.4 を使用）により、研究の遂行は予定より大幅に遅れた。

また、コンピューターエンジニリングはタイ国マハサラカン大学情報学部教員及び京都大

学大学院情報学研究科教員にアドバイスをいただきながら、助成対象者と UCLA のコンピ

ューターサイエンス学部の大学院生と生物統計学部の大学院生が行った。また、予定より
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助成金額が下回ったため、推薦者（ニコラス＝クリスタキス教授）と相談し、必要な数の

参加者を集めるための費用など研究遂行に必要な一部をエール大学側から補填することと

なった。  

 

下記に主な研究の過程を記述する。① オンライン上で仮想ソーシャルネットワークを構築

するプログラム を準備した。②アマゾンメカニカルタルクというオンラインワーカー求人

サイト上で世界中から本研究の参加者を募る（日本人も含まれる）。参加者への謝金はアマ

ゾン (調査委託先 )経由で支払われる。現時点で実験のテスト目的に 100 人程度、本実験に

300 人程度の参加（ 275 人）を得た。当初は 1,000 人程度を予定していた。③デモンスト

レーションによってゲームルールを周知した。④一回の実験は 20 人程度が 1 時間ほど参

加することを想定し、ランダムに生成されたソーシャルネットワーク上に参加者をランダ

ムに配置し、初期の資本 (格差あり )を配布した。⑤ ソーシャルネットワークでつながって

い る仮 想の友 人と経済 ゲーム (囚 人の ジレ ンマあ るい は公共財 ゲーム )を行い 、所得 の増

減・移転を行った。条件 1 と条件 2 のランダム化比較試験である。行動の選択肢として、

条件 1 では協力（本人がお金を払う結果として周囲が利する）か非協力（本人がお金を払

わず周囲も変化なし）の 2 つ を与える（図 1）。条件 2 では、協力、非協力の他に攻撃（本

人がお金を払う結果として周囲の富が損なわれる）という 3 つ目の選択肢 を与える。  友

人同士で協力し所得の増加を助けあったり、横取りしたり、攻撃しあったり（条件 2 のみ）

することが可能である。⑥参加者の 幸福感を簡易スケールにて毎度計測 した。⑦経済ゲ

ームの結果として、友人と縁を切ったり、新たな友人とつながったりすることを許可した。

⑧これら 3 過程 (⑤ —⑦ )1 回を 1 ラウンドとし、 15 ラウンド繰り返した。⑨この 1 回の実

験を上記の異なった 2 つの初期条件（社会のルール）にて  各 25 回ずつ、計 50 実験を試

行する予定であった。条件 1 は実験実施は終了したが、条件 2 は進行中である。  

 

研究仮説は「攻撃する選択肢を与えない条件では、周囲から攻撃されるのを恐れたり、誰

をいつ攻撃するか考えたりするストレスから回避される結果、ソーシャルネットワーク全

体の幸福感が向上する」 などであった。目的１の「我々のオンラインソーシャルネットワ

ーク上で富を配分し所得格差を発生させることに伴う幸福感の格差が生まれることを確認

する」は達成できた。しかし、目的２の「確認できた経済状況の差による幸福感の格差を

少なくする方法を検討する。特に「他人を攻撃する手段を与えた」時と「与えない」時の
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差に注目する」は 2018 年 5 月 10 日時点で研究が進行中である。  

 

「今後」  

2018 年中にデーター解析などを終了し、研究成果の報告先として、学際アプローチである

ことより、新興の Nature Human Behavior への投稿を念頭に置く。  
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